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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月9日(2011.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビタミンＥ誘導体と細胞死マーカーを含有する医薬組成物。
【請求項２】
　前記細胞死マーカーがアネキシンである、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記アネキシンがアネキシンＶである、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記ビタミンＥ誘導体がトコフェロール又はその誘導体である、請求項１から３のいず
れか一項に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記トコフェロールが、ポリエチレングリコール１０００にエステル結合したＤ－α－
トコフェリルスクシナートである、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　少なくとも１つの作用物質の後眼部への送達を高めるための薬剤を製造するためのビタ
ミンＥ誘導体の使用。
【請求項７】
　前記作用物質が細胞死マーカーを含む、請求項６に記載の使用。
【請求項８】
　前記ビタミンＥ誘導体がトコフェロール、特にポリエチレングリコール１０００にエス
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テル結合したＤ－α－トコフェリルスクシナートである、請求項６又は７に記載の使用。
【請求項９】
　前記ビタミンＥ誘導体が局所送達用に製剤される、請求項６から８のいずれか一項に記
載の使用。
【請求項１０】
　前記薬剤が、網膜への送達を高めるためである、請求項６から９のいずれか一項に記載
の使用。
【請求項１１】
　少なくとも１つの作用物質をビタミンＥ誘導体と組み合わせて含む、前記作用物質を後
眼部へ送達するための医薬組成物。
【請求項１２】
　前記作用物質とビタミンＥ誘導体が局所的に送達される、請求項１１に記載の医薬組成
物。
【請求項１３】
　前記ビタミンＥ誘導体がトコフェロール、特にポリエチレングリコール１０００にエス
テル結合したＤ－α－トコフェリルスクシナートである、請求項１１又は１２に記載の医
薬組成物。
【請求項１４】
　前記医薬組成物が、作用物質を網膜に送達するためである、請求項１１から１３のいず
れか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記作用物質が細胞死マーカーである、請求項１１から１４のいずれか一項に記載の医
薬組成物。
【請求項１６】
　第２の作用物質を含む、請求項１５に記載の医薬組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
参考文献
【表１】
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[１]
　ビタミンＥ誘導体と細胞死マーカーを含有する医薬組成物。
[２]
　前記細胞死マーカーがアネキシンである、上記[１]に記載の医薬組成物。
[３]
　前記アネキシンがアネキシンＶである、上記[２]に記載の医薬組成物。
[４]
　前記ビタミンＥ誘導体がトコフェロール又はその誘導体である、上記[１]から[３]のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
[５]
　前記トコフェロールが、ポリエチレングリコール１０００にエステル結合したＤ－α－
トコフェリルスクシナートである、上記[４]に記載の医薬組成物。
[６]
　少なくとも１つの作用物質の後眼部への送達を高めるための担体としてのビタミンＥ誘
導体の使用。
[７]
　前記作用物質が細胞死マーカーを含む、上記[６]に記載の使用。
[８]
　前記ビタミンＥ誘導体がトコフェロール、特にポリエチレングリコール１０００にエス
テル結合したＤ－α－トコフェリルスクシナートである、上記[６]又は[７]に記載の使用
。
[９]
　前記ビタミンＥ誘導体が局所送達用に製剤される、上記[６]から[８]のいずれか一項に
記載の使用。
[１０]
　前記担体が、網膜への送達を高めるためである、上記[６]から[９]のいずれか一項に記
載の使用。
[１１]
　作用物質をビタミンＥ誘導体と組み合わせて眼に送達することを含む、少なくとも１つ
の作用物質の後眼部への送達の方法。
[１２]
　前記作用物質とビタミンＥ誘導体が局所的に送達される、上記[１１]に記載の方法。
[１３]
　前記ビタミンＥ誘導体がトコフェロール、特にポリエチレングリコール１０００にエス
テル結合したＤ－α－トコフェリルスクシナートである、上記[１１]又は[１２]に記載の
方法。
[１４]
　前記方法が、作用物質を網膜に送達するためである、上記[１１]から[１３]のいずれか
一項に記載の方法。
[１５]
　前記作用物質が細胞死マーカーである、上記[１１]から[１４]のいずれか一項に記載の
方法。
[１６]
　第２の作用物質を送達することを含む、上記[１５]に記載の方法。
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